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❖ 令和８年４月２７日（月）   【生徒大会】 を開催しました。 

～志を繋ぎ、一人一人が輝く星を目指して～ 
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生徒会執行部および各専門部から、北中をより良くするための熱い抱負が語られ、全校生徒が当事者として

真剣に参加しました。 

生徒会スローガン：Star ～志・繋・輝～ 
今年度のスローガンには、以下の３つの想いが込められています。 

志： みんなが目標を持って挑戦する学校 

繋： 地域の方との交流や思いやりを大事にする学校 

輝： 一人一人の個性を大切にし、輝く姿が見られる学校  

高い志を持つ「星（Star）」たちが繋がることで「星座」となり、大きな力となって大会全体を華やかに輝かせた

いという願い、北中の素晴らしい伝統を引き継ぎ、全校生徒がこれからの学校生活を通して輝いてほしいと

いう生徒会執行部の強い願いが込められています。 

                 
 

■ 各専門委員会の各専門委員長より、志（スローガン）に沿った特色ある活動方針が提案されました。 

🌸協議委員会【志率】：リーダーとして高い志を持ち、学校全体を引っ張る。 

🌸生活委員会【輝昇】：意識を一段高く持ち、内面から輝く北中を創る。 

🌸文化委員会【繋晶】：日々の積み重ねを大事にし、人と人の繋がりを形にする。 

🌸美化委員会【輝耀】：常時活動をコツコツ積み重ね、今以上に耀く環境を整える。 

🌸保体委員会【希繋】：健康な生活を送り、希望を繋ぐことで新たな絆を生む。 

🌸図書委員会【志実】：読書を通じて知見を広げ、生活を実り豊かなものにする。 

 

🍀全校で創る「笑顔あふれる北中」🍀 
生徒会長の西野羽音さんからは、「笑顔あふれる北部中にするためにどうすべきか全校で考えよう。生徒会活動には

一人一人の力が必要であり、一員としての自覚を持って参加してほしい。生徒会活動は、一部の人だけが頑張るもので

はなく、一人ひとりが「北中を支える一員」であることを自覚し、行動することで、学校はさらに素晴らしいものになりま

す。」という力強い呼びかけがありました。各学級からも多くの要望事項が提案され、活発な討議が行われました。「学校

をより良くしたい」という思いが全校に広がる、大変意義深い生徒大会となりました。 

今年の北部中学校が、どのような“輝き”を見せてくれるのか、とても楽しみです。 

 

 

 

 



令和８年５月１６日（土）、雲一つない晴天の下、多くの保護者の皆様地域の皆様に見守られながら、体育大会が盛

大に開催されました。 

🌸スローガン「煌燃（こうしょう）」に込めた実行委員会の想い 

このスローガンは、生徒会スローガン「Star」を基に、全校生徒のアンケートを参考に決定されました。 

「煌」：練習を通して自分の殻を破り、星のように煌めいてほしい。 

「燃」：一人一人の心を燃やし、学級・学年・全校で激しく燃え上がる大会にしたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖５月１６日（土）  令和 8年度体育大会   

～ スローガン  「煌 燃（こうしょう）」 ～ 
※「燃」を「しょう」と読ませた理由は、“熱く燃える思い”や“情熱”を表現するためです。通常の読み方ではありませんが、生徒

たちが「仲間とともに情熱を燃やし、全力で輝く体育大会にしたい」という願いを込めて考えた当て字です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🍀校長室より🍀 

１・２・３年生のどの学年も、練習の成果を存分に発揮し、団体種目では仲間と力を合わせて最後まで全力で頑

張る姿が見られました。また、紅団・青団の応援団も、学校全体を盛り上げる力強い応援を披露してくれました。 

声を張り上げ、仲間を励まし続ける姿は、まさに北中生の「団結」の象徴でした。 

そして閉会式。 

実行委員長の行部陽花さんの言葉が、会場中の心を大きく揺さぶりました。 

✨時には厳しいお願いをすることもあったこと。 

✨それでも全校生徒がついてきてくれたことへの感謝。 

✨不安な時に支えてくれた仲間への思い。 

✨支えてくれた３年部の先生方への感謝。 

これらの言葉には、この体育大会に全力で向き合ってきた思いが込められていました。会場は大きな拍手に包まれ、

その拍手はいつまでも鳴り止みませんでした。体育大会で得た「挑戦する力」「仲間と協力する力」「最後までやり抜

く力」を、生徒・教職員共にこれからの学校生活に繋げていきます。 


